
1 
 

ソフトウェアキーボードのご利用方法について 

 
※ログインパスワードと確認用パスワードの入力時にご利用できます。 
 初期値では、「ソフトウェアキーボードを有効にする」状態になっていますので、 
 ログインパスワード、確認用パスワードを通常のキーボードで入力しようとしても 
 入力できません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初期値でチェックが

入っている。 

通常のキーボードでは、

入力できない。 
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１．ソフトウェアキーボードの利用方法 
①ソフトウェアキーボードを開く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②入力したい文字をクリックすると、その文字が入力できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クリック。 
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③パスワード入力後、「決定」をクリックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④パスワードが入力される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クリック。 
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２．パスワードの文字で１文字再入力したい場合 
①１文字クリアボタンをクリックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②入力された最後の１文字が削除されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クリック。 
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３．全桁入力のやり直しを行なう場合 
①全てクリアボタンを押してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②入力された全ての文字が削除されます。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クリック。 
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４．ソフトウェアキーボードを利用しない方法 
 ①「ソフトウェアキーボードを有効にする」のチェックをクリック。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ②メッセージが出るので「ＯＫ」をクリック。 
 
 
 
 
 
 
 
③「ソフトウェアキーボードを有効にする」のチェックが外れ、通常のキーボードでの

入力が可能となる。 
 

クリック。 

クリック。 

チェックが外れる。 

通常のキーボードで 

入力できる。 
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※ インターネットエクスプローラーを利用してインターネットを閲覧している場合、ウ

ィンドウ左側に「お気に入り」や「履歴」を表示していると、ソフトウェアキーボード

のウィンドウが途中で切れてしまう。（ウィンドウのサイズは固定値のため、ウィンドウ

の拡大や縮小はできない。） 
 「お気に入り」や「履歴」を閉じれば、全画面表示される。 
 
下図の状態でソフトウェアキーボードを開くと・・・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ソフトウェアキーボードの画面が半分表示されない。 
下図の様に「お気に入り」や「履歴」を×で閉じると、ソフトウェアキーボードが 
全画面に表示される。 

 
 

クリック。 

クリック。 


